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Presenter
Presentation Notes
PRI事務局の野水と申します。
今日は私の方から簡単に、Climate Action100＋についてのご紹介をさせていただきます。
Climate Action100＋というのは気候変動についての投資家イニシアティブですが、事務局を５つの団体が共同で運営しています。団体の名前が似ているものもあるので少しややこしいのですが、PRIは５つのうち１つとしてCA100＋の事務局に参加しています。私は事務局の一員として日本と、中国以外のアジアでの活動を担当しています。


. . Climate
Climate Action 100 + DHEZ Acth@

c BEITT U X (BEEOXEHE) &

BLT. SEEH~DHSE R 2 EED 540+ Seo

BERERA =V TT47
e 2017F12BICXR X —bF L., bEMD 7O
> b 52+ 0\
« AL E DI ER DS, AUMDEET
[F52J8K FILEB, HAEAD S H 14D
BRHS I,
« IV =T XY FWREBEIFHRTIOTLL,
AAT10#t (20214 2 BIRTE)
e 2020F12B ICE 2 R EBREEZ A FHER

ASSETS COMMITTED



Presenter
Presentation Notes
Climate Action 100＋、略してCA100＋ですけれども、これはエンゲージメント、つまり企業との対話を通じて、気候変動への対応を求める国際的な投資家イニシアティブです。

直近では世界中から370を超える機関投資家が参加していて、参加している投資家のAUMの合計は35兆米ドルを超えています。日本でもGPIFさんや第一生命さんなどのアセットオーナーに加えて、運用会社さんも多く参加されています。

エンゲージメントの対象となっている企業は全世界で１６１社、日本で10社となっています。

2017年12月にプロジェクトがスタートし、・・・スライドの通り。
進捗報告書はウェブサイトに載っていて、和訳版も出す予定。


® ) X Climat
TV - Ay hOBW ﬁ%@)

Climate Action 100+|ICSMMT BXERIIT 5= A b SN
ZB L TIREAELEDIHFESCPREREMICUT 2 E:H

1. H/8F 7 REH DOHEE 1. GOVERNANCE

SUEZEHD Y X7 LS I OWTERaENEL 2

LEET 5. BMARANS KGO E
2, mERH AHIRD -8 DITE 2. ACTION

NUBEDBIR (HROFHTIREF 2 T
5 2°CURNICEEZ D) ITh>T, Ma—Fz—V

EHRTORENRA A ZHIBT 570 DITE)
3. SURZEIDZEICEAT SFTDIEL
SUERZE BB EMBIEWE R X7 7+ —X (TCFD) D 3. DISCLOSURE

EEICA-o /T4 XA —> v —D5ga1tL


Presenter
Presentation Notes
CA100＋では投資家は何を目的にエンゲージメントを行うのか、ということをお話ししたいと思います。
スライドの通り

これらのテーマについて、エンゲージメント、つまり対話をしていこう、というのですから、ただ要求をするのだけではなく、対象となっている企業と一緒に方策を考えていこう、というのがCA100＋の方針です。
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